
設計津波の水位の設定方法

今次津波被害を受けて、海岸堤防等の海岸保全施設の整備に必要となる
「設計津波」の水位設定の考え方（作業手順）を示す。

設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。

【地域海岸】 沿岸域を「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、一連のまとまりのある海岸
線に分割したもの。

１．設計津波の設定単位

痕跡高調査や歴史記録・文献等を活用。

十分なデータが得られない時には、シミュレーションを実施しデータを補完。

今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲
の見直し等が行われた場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。

一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津
波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十
分調整を図ったうえで、設計津波の水位を海岸管理者が設定。

※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観と
の調和、経済性、維持管理の容易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考
慮して海岸管理者が適切に設定。

２．「設計津波の水位」の設定方法

①過去に発生した津波の実績津波高さの整理

②シミュレーションによる津波高さの算出

③設計津波の対象津波群の設定

④「設計津波の水位」の設定
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